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＜連絡事項＞

・うみねこ幸房より、ランチ、パン販売についてのアンケートが来ています。アンケート用紙は各スタッフファイルに入れておきますので、記入しBユニットスタッフオフィス内ホワイトボードの封筒に入れて下さい。11/9（月）締め切りとなっています。

＜患者様連絡事項＞

・丹内　栄子様～バチール（100）3Ｔが追加、他同内容で7日分処方となっています。

・畑中　成夫様～臨時薬7日分継続処方となっています。

・蛯名　豊美様～ネルボン（10）1Ｔ　1×ｖｄｓ/7日分継続処方となっています。本人より喫煙希望あり、主治医より毎食後と寝る前に許可されています。小遣い（5000円）が少ない為、おやつ等も含め計画的に購入できるよう援助していきましょう。

・乙部　純一郎様～本日、ＰＳＷ、病棟スタッフで明倫寮へ退院前訪問指導へ出向いています。施設環境や日中の過ごし方等の確認、情報提供していく予定です。

・岩澤　薫様～介護認定調査11/13（金）10：30予定となっています。

・山田　典子様～むせ込みある為、汁物のみトロミに変更となります。また、明日朝よりポカリ寒天が付きます。

＜安ヶ平Dr担当患者様ケース検討＞

・松橋　清子様～排便コントロールできないため、アローゼン（0.5）1包×5日分処方となっています。現在、処方されているカマは本人が拒否したら中止箋で処理して下さい。来週定期よりカマは止めとします。本日より、Ｃユニット6号室へ正式移動となります。

・木村　格治様～歯科終了のため、本日の夕食より大盛食に変更。本人希望により、次回定期からエンシュアは止めとなります。

・佐々木　貞吉様～主治医より介護保険申請の指示あり、ＰＳＷに情報提供していきます。

・川村　和則様～ＰＬが本日夕より5日分追加処方となっています。

・今野　容子様～ナウゼリンは飲みきり中止となります。本日インフルエンザ予防接種施行しています。

＜要注目患者様＞

・川村　ユキ子～本日夫様の面会あり。ハローワークの認定手続きのためそのまま夫様同伴で外出されています。帰院時、病院玄関で興奮し、夫様にスリッパを投げつける行為ありました。スタッフが迎えに行くと、座って静かに泣いており、拒否無く病棟へ移動されています。興奮した理由を問うと、「家の前を工事しているのが北日本造船で、ハローワークに行ったらその会社があってイライラして…」と話しています。その後もイライラ感の訴えあり感情失禁見られています。「早く家に帰ってあの会社を攻撃したい。攻撃されたんだから…気がすまない…」等と発言聞かれています。訴えを傾聴し、今は休息をとるよう促すと頷き落ち着かれています。

・泉川　ケイ子様～昨日は他患者様への干渉見られていました。本日は不機嫌さなくスタッフ対応も穏やかです。服薬拒否や批判的発言、行動はなく経過されています。気分変動がある為他者とのトラブルに注意して下さい。

＜新入院患者様＞

浅水　洋様　（33歳）

　　　病名：うつ状態・アルコ－ル依存症

　　　病棟：東Ａユニット

　　　入院形態：医療保護入院

　　　主治医：安ヶ平先生

　　　当院Ｈ20年8月3日当院初診。今回5回目の入院。

　　　①Ｈ20年8月3日～Ｈ20年9月5日

　　　②Ｈ20年12月5日～Ｈ20年12月29日

　　　③Ｈ21年1月6日～Ｈ21年3月3日

　　　④Ｈ21年5月9日～Ｈ21年8月31日

　
警察官・保健所職員同伴で受診。八戸市立市民病院・救急救命センタ－からの情報提供書を持参しています。前回退院後は定期的に外来通院を行っていました。Ｈ21年10月下旬より、夜間、本人から前回入院中他患者様に殴られた事を刑事告訴するといった内容や、付き合いのあった女性に振りまわされるのは嫌だという内容の電話がきていました。11月3日大量飲酒し、自身の頚部を切りつけ八戸市立市民病院に救急搬送、縫合処置を受けています。同日、精神科救急当番であるみちのく記念病院を受診するが入院には至らず。11月5日おもしろくない事があったと飲酒し再度頚部を切りつけ、八戸市立市民病院で処置を受けています。警察官同伴でみちのく記念病院受診するも入院には至らず。11月6日朝、再び頚部を切りつけ、八戸市立市民病院に搬送され縫合処置。同院又、八戸保健所から、今週に入り四回救急搬送されており、自傷行為を繰り返しているため当院へ入院依頼あり。外来担当医である安ヶ平先生診察し、薬物調整・症状改善目的で東Ａユニットに医療保護入院となっています。診察時、医師の質問には静かに答えており、入院の説明には頷いています。医師より、本人が話す女性については、今後の対策も含め、保健所にも協力を依頼しています。入院中も、自傷行為や他者とのトラブルに十分注意するよう指示がでています。

その他：家族洗濯、買物カードなし

